
Comment 

Helicobacter pylori infection reduces the risk of Barrett’s 
esophagus: 
A meta-analysis and systematic review 

Helicobacter 23: e12504. 

 

本研究により、H.pylori 感染はバレット食道の発症に抑制的に作用することがあら

ためて示された。また、LSBE および異形成発生の抑制因子であることは、新たに加

えられた知見であった。 

現在、本邦においては H.pylori 感染に対する除菌が推奨されている。今後、

H.pylori 除菌がバレット食道や食道胃接合部腫瘍を増加させる懸念があるが、現

在までにこれを明らかにした報告はなされていない。現在、本邦で行われているレジス

トリ研究により、これらの疑問に対する知見が得られることが期待される。 

 （富山大学内科学第三講座 安藤 孝将） 

 

 

 

  


